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初期言語発達に関する調査（1）

一幼児語から成人語へ一

小椋たみ子＊1村瀬 俊樹＊＊1山下由紀恵＊琳球

Tam1ko　OGURA，Tosh1k1MURAsE　and　Yuk1e　YAMAsH1TA

　　　A　Study　of　Ear1y　Language　Deve1opment（1）

　　　　　　From　Baby－word　to　Adu1t－word

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT

　Some　pomts　of　ear1y1anguage　deve1opment　were　c1a㎡1ed　through　the　su町ey　for　the

vocabu1ary　check11st（the　category　of　anma1s’s　names　toys，veh1c1es　and　food　and　dnnk）

of　the　Japanese　vers1on　of　MacA抗hur　Commumcat1ve　Deve1opment　Inventones　for

ch11dren　from　the　age　of1O　months　to36monhts　V㏄abu1ary　s1ze1ncreased　w1th　the

age　G1r1s’vocabu1arys　were1arger　than　boys’，and　s1gn並1cant　d1fferences　occu耐ed　at　the

age　of24months　The　ch11dren　begm　to　prωuce　adu1t　words　at　the　age　of15months

The　trεms1t1on　pomts　of　baby　word　to　adu1t　word　occurred　around21months

　The　genera11zat1on　of　a　word　occu耐ed　at　the　age　of12months　The　peak　age　of　the

genera五zat1on　was　at21months　After　that　different1at1on　and　spec1f1cat1on　of　word．s

were　estab11shed

　These　trans1t1ons　m　the　ear1y1肌guage　deYe1opment　occur　m　re1at1on　to　mothers’

addressed1anguage　to　ch11dre　and　ch11dren’s　cogn1t1ve　growth

問

　子どもは　般的に9－11ケ月頃に意味のあることは

（初語）を言いはじめる（村田，1968，村井，1970）。村

田（1968）によれば，子どもの言語学習がその杜会の成

人の問で用いられている語形（成人語）を用いることか

らはじまることはない。はじめ子どもは“かたこと9’を

用いる。かたこととは，成人語とは系統の全く違う

‘‘語”と成人語からの音韻転化によってできている語で

ある。子どもが最初に発するのは前者で，‘‘幼児語’’と

いわれている。マンマ（食べ物），ワンワン（犬），ブー
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ブー（車）のように，幼児語は子どもにとり，発音しや

すく，音を反復し，オノマトペ（人問の音声以外の音や

声に対する模写的な音声）がそのなかでかなりの割合を

占めている。

　成人語化は1歳中ごろからはじめられる。Leopo1d，

（1939，村田，1968による）は成人語化は子どもの手持ち

の語（幼児語）に，ある時期に全面的に一挙ド生じるも

のでなく，各語の成人語化は比較的独立に，試行錯誤的

にすすめられる。Wemer＆Kap1an（1963）は幼児期の

初期の擬音語や相貌語の本質は模写ではなく翻訳であ

り，名の発生に重要な意味をもっている。幼児が「自分

に固有」のことはや，「幼児語」から慣用的蕎語へと歩を

すすめるとき，シンボル体と指示対象の距離は著しく増

加し，両者間にもはや素材的類似性はなんら認められな
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くなる。しかし両者の関係は維持されている。子どもが

hammerの代わりにboomと言うとき，その聴覚的⑧筋

肉的事象が音韻フォルムに擬音的にひきうつされている。

しかし，その子がhammerという成人語に移行する時に

は，もはや指示対象の特徴にそのまま結ひ付いた音韻を

自分勝手に用いることはできない、子どもがこのような

事態に直面すると，新しい音声素材がカ動的相貌的に再

体制化されて，その指示対象に適合するようにシェマ化

活動を形どっていく。相貌化されたフォノレムは擬音的パ

ターンと比較すれば指示対象から一層隔たっているが，

それでもなおこのフォルムは，素材的にではなく，指示

対象を内的に把握する仕方に沿ってその指示対象（意味

体）のある側面を描きうつしている。

　また，成人語化は育児者の与える強化手続が最も決定

的に作用しているといわれている。成人語は対象や事象

について現に子どもの形成している“概念’’を表示する

のに，実際上の効果が大きいことを，経験を通じて子ど

もが認識した結果である。おとなは乳児にたいして，成

人語を使って話すことはなく，殆どの場合幼児語を使っ

てはなしかける、大人の側からは幼児語は「育児語」と

いわれる。村田（1960）は1歳児の生活と関係が深いと

思われる378項目について，1歳児をもつ母親（西部方

言地域と九州方言地域）100名との面接を行った。その

結果，全被調査者の50％以上が育児語を使用している項

目が42項目あった。たとえば「就寝する」の育児語は

「ネンネ」「ネンネン」「オネンネ」で，「ネンネン」を

92人が用いていた。他の研究（新谷，1968：1969（村

田，1984による）の東北・北海道地域の調査）（加藤，

1970（村田，1984による）の東示都の調査）でも，村田

の42項目の育児語の再頻語と共通のものが多かったこと

が報告され全国共通の育児語が用いられていることが明

らかにされた。村田はこの42項目の育児語を分析し，育

児語の特徴として，擬音語・擬態語が多いこと，音声パ

ターンの重畳が多いこと，般用的であることをあげてい

る。こめように，幼児語は母親の育児語の影響を多大に

うけている。村瀬・小椋。山下（1992）は「動物の名

前」10項目について1歳半から3歳までの子どもの母親

の言い方を調べた。その結果，成人語が子の月齢ととも

に使用される比率が高まり，擬音語。擬態語。音単位の

重畳の使用率が減少していた。育児者は幼児の用いる語

とその使用法にある程度合わせた語を用いながら，幼児

のそれより一歩高い使用法を子どもに対して示している

のである。

　もうひとつ初期の語の獲得の特徴は，語の過度の般用

である。子どもはマンマをあらゆる食べ物にもちいる。

またブーブーを早，バス，バイク等乗り物を表すのに用

いる。このように1語をその語の慣用の意味範囲を超え

て，過度に拡張して使用することを「語の般用」とよぶ。

岡本（1982）は最初はおもちゃのスピッツに対して用い

られた「ニャンニャン」が9ケ月から12ケ月の問にかけ

てさまざまな対象に般用されていることを報告している。

その般用の方向は四つ足獣一般の方向と，スピツツの毛

の材質にもとづく色（白レ））や感触（ふさふさしてい

る，やわらカ）い）を基とした方向へひろげられていた。

　本研究では米国で親の報告から言語能力を評価しよう

と開発されたMacArthur　Commun1cat1∀e　Deve1opnent

Inventories　（Fenson，　Dale，　Reznick，　Tha1，　Bates，

Hartmng，Peth1ck，＆Re1l1y，1991）日本語版（小椋・山

下・村瀬，1991）の語彙チェックリストヘの子どもの言

い方についての親の記入から子どもの表出語彙の年齢変

化にともなう成人語化の過程と語の般用について明らか

にする。

　　　　　　　　方　　　　法

調査対象　松江市内の8ヵ月一36ヵ月の保育園児670名

の回収データのうちここでは，表1に示す10，12，15，

18，21，24，27，36ケ月児，計179名を分析の対象とし

た。

語簗チェックリスト：19のカテゴリーの475語のうちこ

こでは表2に示す「動物の名前」34語，「乗物」12語，

「おもちゃ」8語，「食べ物と飲物」49語，計103語に対

して，親が「お子さんの言い方」欄に記入したことばを

分析した。

表1サンプルの内訳

月齢 男 女 不明 全体
10ヵ月 5 10 O 15

12ヵ月 16 11 2 29

15ヵ月 4 13 1 18

18ヵ月 8 16 1 25

21ヵ月 9 22 1 32

24ヵ月 11 1O O 21

27ヵ月 11 9 0 20

36ヵ月 11 8 0 19

計 75 99 5 179



初期言語発達に関する調査（1） 59

表2　リ　ス　ト　語

動　　　　物 乗　物 おもちゃ 食物と飲物
動物 さる きりん 飛行機 ボール りんご とり肉 牛乳 なす

くま ねずみ ひつじ 自転車 風船 バナナ コーヒー ミノレク きゆうり

はち ふくろう りす バス つみき パン クツキー うどん だいこん

とり ペンギン とら 車． 本 たまご クラッカー みかん やさい

むし ぶた かめ 消防車 しゃぼん玉 さかな のみ物 まめ ピ』マン

うさぎ しか パンダ バイク 人形 たべもの ごはん ピザ ほうれんそう

ちよう 犬 スヌーピー 乳母車 ペン バター お茶 ぶどう ハンバーグ

ねこ ロノぐ おばけ 汽車 おもちゃ ケーキ おつゆ スパゲシテイ カレー

にわとり あひる かに トラック あめ みそしる おそば とうふ

牛 ぞう 怪獣 電車 にんじん イスクリーム トースト いちご

がちよう さかな タクシー コーンフレーク ジュース みず なし

ライオン かえる 三輸車 チーズ 肉 トマト チョコレート

スープ

分析方法：（1）こどもの言い方の分類：親が記入した子ど

もの言い方牽成人語系，幼児語系，成人語変形（構音上

の問題）の3つの大きなカテゴリーと下位分類（表3）

に従い分類した。

（1l）語の般用1異なるリスト語に対して同じ言い方をして

いる般用語の種類数，各般用語への般用の人数を算出し

た。

　　　　　　　　結　　　　果

1．語簗総数の平均

1103語の語彙項目のうち親が子どもが「いう」の欄に

○をつけた数を語彙総数として平均値をもとめると，表

4，図1に示すように10，12ケ月は1以下で15ケ月

（4．38）一18ケ月（16．32）一21ケ月（27．90）一24ケ月

表3　子どもの言い方分類

　　（チェックリストのことばをリスト語と記す）

系

成
人
語
系

下　　位　　分　　類

リスト語

お十リスト語

リスト語十さん。ちゃん

リスト語以外の成人語

リスト語変形（代置，付加，省

略等構音上の問題から変形した
もの）

リスト語の繰り返し

リスト語変形十さん・しゃん・

　　　　　　ちやん
リスト語以外変形

例

いぬ→イヌ

にく→オニク

くま→クマサン

ペん→エンピツ

さかな→シャカナ

（51．47）一27ケ月（67．70）一36ケ月（94．15）と有意に

増加している。24ケ月で語彙チェックリストの語彙の

50％，36ケ月で90％の表出が可能になっている。表出語

彙総数は図1に示すように18ケ月児以降は女児が高かっ

たが男女で有意差がみられたのは24ケ月のみだった（女

児平均63．50：男児40．55，P＜．O01）。

成

人

語

変

形

幼

児

語

系

擬音諸。擬態語

リスト語の一部の音の繰り返し

擬音語。擬態語十さん・しゃん

　　　　　　　。ちやん
リスト語以外の擬音語・擬態語

パン→パンパン

さる→シャルシャン

ぺん→エピツ

いぬ→ワンワン

とり→トート

うし→モーチャン

うどん→ゾーゾ

2　成人語系、成人語系変形、幼児語系の表出歯藁数の

　年齢推移

　リスト語と同じ言い方の出現頻度を表4に示した。リ

スト語どおりの言い方が表出語彙総数に占める割合は

10，12ケ月がO，15ケ月が15％，18ケ月が38．7％，21ケ

月が40．7％，24ケ月62．8％，27ケ月が75．2％，3歳で

93．6％で，年齢に伴い上昇している。下位カテゴリーを

成人語系，成人語変形，幼児語系にまとめ出現頻度をも

とめ図2に示した。成人語系の語彙の初出は15ケ月で

あった、成人語系の表出語彙数は21ケ月（1271）一24ケ

月（36．95）一27ケ月（54．20）一36ケ月（90．68）と有意

表4　表出語襲総数とリスト語どおりの表出語桑数

月 語彙総数
S．D．

リスト語ど

齢 平均値 おり平均値
S．D．

10 O．20 O．41 O O
12 O．79 1．11 O O
15 4．38 4．60 0．66 1．53

18 16．32 15．36 6．32 12．50

21 ■27．90 13．95 11．37 12．34

24 51．47 23．89 32．33 24．24

27 67．70 27．49 50．95 30．71

36 94．15 7．21 88．15 10．16
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図2　成人語系、成人語変形、幼児語系表出霞藁数の年齢推移

に増加している。幼児語系は10ケ月ですでに出現してお

り（．20），12ケ月（．79）一15ケ月（3．61）一18ケ月

（7．28）一21ケ月（9．90）と有意に増加し，21ケ月が最

高で21ケ月一24ケ月（7．52），27ケ月（5．50）一36ケ月

（．73）と有意に減少している。成人語変形は15ケ月で初

出し，18ケ月（2．48）一21ケ月（5．28）で有意に増加

し，24ケ月で7．00，27ケ月（8．00）一36ケ月（2．73）で

有意に減少しているら成人語変形は「さる」を「シャ

ル」と表出するように，主に子どもの構音能力の未成熟

から生じている。

3　成人語系、成人語変形、幼児語系の各表出語簗の語

　簗総数にたいする割合

　成人語系，成人語変形，幼児語系の表出語彙の語彙総

数にたいする割合を図3に示した。成人語系と幼児語系

はほぼ21ケ月頃交差し，成人語系はその後増加し，27ケ

月で73．4％，36ケ月で96．2％に達している。成人語変形

語彙は18－27ケ月では15％前後の比率を占めていた。

4．リスト語十さん（ちゃん）

　「さん」「ちゃん」をリスト語，リスト語変形，擬音語

・擬態語につけた語彙数の月齢毎の平均値と出現人数の

比率を表5に示した。平均値は低いが18ケ月に初出し

（．16），21ケ月（1．25）一24ケ月（3．40）と有意に増加

し，24ケ月一27ケ月（1．65）と有意に減少している。36

ケ月は1．OOであった。「さん」「ちゃん」をつけたか，つ

けないかでみると21－27ケ月の半数の子どもが主に動物

を「さん」「ちゃん」づけで呼び，24ケ月の63．6％の子ど

もが「さん」「ちゃん」をつけていた。

sokyu
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成人語系、成人語変形、幼児語系語襲数の表出語簗総数に対する割合

表5　「さん」・

　　　と平均値

「ちゃん」づけの出現人数の比率

月齢 有（％） 平均値 S．D．

10 0 O O
12 0 O 0
15 0 O 0
18 12．0 O．16 O．47

21 46．9 1．12 2．04

24 63．6 3．40 5．35

27 50．O 1．65 2．75

36 31．6 1．00 2．56

5．語の腿用

　表6に主要な般用語の種類と出現人数の年齢を示した。

食べ物をマンマと表出した子どもは，12ケ月に初出し，

24ケ月までの子ども32名がマンマを般用した。次に乗り

物をブーブ（ブーブー）と般用した子どもは15ケ月に初

出し，27ケ月児まで22名がバス，トラック，車，三輸

車，タクシー等をブーブーで表現した。お茶，水，おつ

ゆ，みそ1しるや飲物をブッ（ブウ）と表出するのは，15

ケ月児で初出し，これらは24ケ月児まで13名が般用した。

うどん，スパゲッテイ，おそばの麺類をチュルチュルと

表出したのは18ケ月児に初出し，27ケ月児まで16名が般

用した。犬，うさぎ，牛等の動物をワンワンと表出した

子どもは18ケ月に初出し，21ケ月児まで4名が般用した。

般用語の種類，人数の最高は21ケ月であった。般用語は

27ケ月までは幼児語系が80％近くを占めていた。

　　　　　　　　考　　　　察

　語彙総数は15ケ月以降上昇している。21ケ月から24ケ

月月への上昇（27．90→51．47）は大である。ほぼ50％の

語彙が表出可能になるのが24ケ月であった。19カテゴ

リーすべての総語彙数475語についての結果（小椋ら，

表6　語の般用の種類と出現人数

月齢

般用語
10 12 15 18 21 24 27 36 計

マンマ
（食物） O 6 8 6 10 2 O O 32

ブーブー，ブツブーブーブ　　　（乗り物）

0 O 3 5 9 2 3 0 22

ツルツノレ，シュルシュノレチューチュー，ツル　　　　　　（麺類）

0 O O 3 6 6 1 0 16

ブブ，ブウ，ブツ，ブー　　　　　　（飲物）

O O 3 2 7 1 O 0 13

ワンワン
（四足獣） O 0 0 3 1 0 0 O 4

計 O 6 14 19 33 11 4 O 87
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1991）は21ケ月から23ケ月にかけて107．9→183．4，24ケ

月から26ケ月にかけて174．8→290．4と大きな増大があっ

た。ほぼ本研究の結果も一致していた。村井（1970）は

幼い子どもの語彙成長にかかわる要因として，（1）音声発

達，（2）成人語化，（3）生活空問の増大，（4）質問の利用，（5）

抽象機能の発達をあげている。

　本研究で，語彙総数は女児のほうが葭18ケ月以降高

かった。McCarthy（1954）は国，方法，分析方法，言語

指標の違いはあるが，多くの研究が女児の優位を示して

いるとしている。しかし，Temphn（1957）は性差は過度

に強調されすぎており，育児スタイルの標準化，単一化

の移行に伴い，性差は実際にはあまりいわれていないと

している。Cherry（1975），Macau1ay（1978）は性差は獲

得のスタイルよりも速度にあるが，殆ど有意な差でない

し，一貫してどちらかの性が有意ともいえないとしてい

る。本研究でも24ケ月のみで女児が有意に高く，他の月

齢は有意差はなかった。初期の言語発達において性差が

あるのか否かについては今後，観察の方法においても検

討する必要がある。

　本研究で，子どもの側での幼児語から成人語への移行

は21ケ月から24ケ月頃に転換期があった。総語彙数にし

める成人語の割合は21ケ月が38．O％，24ケ月が60．8％で

あった。村田（1964）の4児の1歳期の縦断観察では個

人差があり，2名は1歳半で総語種数に対する成人語種

数の比は40％だったが，のこり2名がこの水準に達する

のは1歳の終わりであったとしている。いずれにしろ成

人語化は1歳の中ごろから着実にすすめられていくとし

ている。Leopo1dの子どもは少し遅く，1；1O頃に成人

語化が生じてきた（村田，1968）。大道（1977）は1歳6

ケ月から2歳7ケ月児36名について9ケの対象に対して

の命名について保育園で保母への質問紙調査を行った。

1歳11ケ月以上で子どもは成人語の命名が多くなるとし

ている。方法の違いはあるが，本研究で成人語化が21ケ

月から24ケ月にかけて生起していることは先行研究の結

果とも一致していた。語彙成長，成人語化はほぼ21ケ月

から24ケ月頃に生起し，時期が一致していた。Wemer

＆Kap1an（1963）は語彙の増加という事実は幼児が成長

の過程で自分の環境内の事象を分化し，特殊化してゆく一

傾向を裏書きしており，この結果，子どもの語音の指示

対象は次第に大人の用いる名の指示対象に近づいてゆく

としている。21ケ月ころは言語発達の他の面でも変化が

みられた。小椋。山下・村瀬（1991）では語結合につい

ては，内容語十助詞の語連鎖の出現率が21ケ月児で

51．6％，二語発話は46．8％，ことばのつかいかたで過去

のことを話す60％，ないもの，いない人について尋ね

る，話す等非現前事象への言及の発話の出現率が46．6％

であった。このように21ケ月以降に語彙の発達，語連鎖

の発達，イメージを内化させる能力の必要な非現前事象

の発話が生起し，象微水準の高い言語面での発達がみら

れた。幼児語から成人語への移行はこのように，子ども

の側の，概念化の認知機能の発達を基盤になされていく

ものである。Wemer＆Kap1an（1963）によれは幼児期

の擬音的表現と相貌化された慣用言語との相違は，幼児

が語のカテゴリー的特性である文法上の位置，統語的機

能等を認知しはじめるようたなると一層大きくなる。本

研究の結果はWemerらの見解を裏づけている。

　子どもの認知能力の発達の他に，親のことばかけが子

どもの言語表出に大きな影響をあたえる。「育児語」

（Baby　Ta1k）という形で母親のことばかけの研究がな

されてきた（村田，1960．1984）。村瀬ら（1992）は本研

究の語彙チェックリストの母親側の言い方を分析した。

「動物の名前」の項目で18ケ月児以上の母親群で有効回

答数が2／3以上あった熊。鳥・虫・兎・猫・牛。豚1犬

・象。魚の10項目について18－36ケ月児の母親の言い方

を分析した。母親の言い方をリスト語どおり，擬音語。

擬態語，音単位の重畳，接尾辞の付加のカテゴリーに分

析した（リスト語以外は背反的カテゴリーでなレ））。母

親の使用語は子どもの月齢とともにリスト通りの語が増

加し，それ以外のカテゴリーの出現が減少した。母親側

での育児語から成人語への移行（50％以上がリスト語通

り初出月齢）は子どもの月齢22ケ月から26ケ月を転換期

としていることを報告している。幼児語のなかに成人語

十ちゃん・さんも含めており，また項目毎の分析で，分

析方法が本研究と同じでないので子どもの言い方と母親

の言い方を直接対応させることはできないが，母親も育

児語を使用し子どもの発達に応じた言葉かけをおこなっ

ている。親側が先行し子どもの幼児語から成人語への移

行がなされるのか，子どもの言い方に対応して，親のこ

とばかけが変化するのかは，個々の項目への親のいいか

たと子どものいいかたの一致。不一致をみていくことが

必要である。また質問紙調査では限界があり，観察によ

り明らかにしていく必要がある。大道（1977）は先の研

究で保母自身は子どもに話すとき9ケの対象へ成人語で

命名しているとの結果を得たが，実際の観察では保母は

子どもにあわせて幼児語を使用していたと報告している。

　次にことばの般用の問題に移ろう。本研究ではマンマ

が12ケ月児で食べ物に般用されたのが最初であり，マン

マが般用人数が最高であった。よく報告される四つ足の

動物をワンワンと般用したのは18ケ月児3名と21ケ月児

1名だけだった。Stem（1907，村田，1968による）は般
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用を三つの次元に分類している。一つは全体としての事

象の類似，次に部分的特性の共有，第三に着目される特

性の移行である。本研究の般用は全体としての事象の類

似からのものである。般用が一番多かった月齢は21ケ月

であった。一般に般用の幅は成人語化とともに縮めら

れ，慣用の語を特定の対象がそれぞれもつという方向に

漸次変化していく。本研究で幼児語から成人語への転換

期が21ケ月ころであり，般用も21ケ月をピークに減少し

ていった。21ケ月ころはPiaget（1948）では感覚運動知

能のVI段階であり，象徴機能が発達し，意味するものと

意味されるものの関係が明確になっていく時期ともいえ

る。Wemer＆Kap1an（1963）では，「問題」でのべたよう

に成人語化はシンボル体と指示対象の距離化である。成

人語化の基盤には象徴機能の発達が必要である。幼児語

から成人語への移行や語の般用の研究はわが国において

も，外国においてもわずかにしかなされてこなかった。

今後はこの移行過程と，この移行を引き起こす子どもの

認識の発達や親のことばかけとの関係をあきらかにして

いきたい。
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